
令和8年度　評価規準 学校名：江戸川区立松江第一中学校

教科 学年

●第２学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用
漢字の大体を読むことができる。

◎第２学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字の大体を
読むことができる。(知・技(1)ア)

熟語の読み方
/漢字に親しも
う

学びて時に之
を思ふ

●教材文を参考に歴史的背景を押さえ、教材の書き下し文
や訓読文、現代語訳を読むことを通して、「論語」の世界に
親しんでいる。
●人間の生き方に関する孔子の考え方を、自分の生き方
や生活と関連づけて考えている。

◎歴史的な背景などに注意して古典を読むことを通して、その世界に親し
むことができる。（知・技（3）ア）
◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自然などにつ
いて、自分の意見をもつことができる。（思・判・表（1）エ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

文法への扉１
/漢字に親しも
う

●「ない」の違いについて品詞や働きの違いを文章の中で
理解している。
●第２学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用
漢字の大体を読むことができる。

◎単語の類別について理解するとともに、単語の活用、助詞や助動詞など
の働きについて理解することができる。（知・技1年(1)エ、２年(1)オ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）
◎第２学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字の大体を
読むことができる。(知・技(1)ア)

プレゼンテー
ションをしよう

●これまで学んだことを活かして、情報の発信者・出典、調
査方法、情報の数などが適切か確認して、必要な情報を集
めている。
●興味を引く導入や明確な主張、聞き手が納得できる根拠
や提案の設定、適切な説明の順序などを考えて、話を構成
している。
●聞き手の興味を引く問いかけや強調表現を取り入れた
り、聞き手の反応に応じて話の内容を補足したりするなど、
工夫して話している。
●相手を説得できるように粘り強く論理の展開などを考えて
話の構成を工夫し、学習の見通しをもって自分の考えを伝
えようとしている。

◎自分の立場や考えを明確にし、相手を説得できるように論理の展開など
を考えて、話の構成を工夫することができる。（思・判・表A(1)イ）
◎場の状況に応じて言葉を選ぶなど、自分の考えがわかりやすく伝わるよ
うに表現を工夫することができる。（思・判・表A(1)ウ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）
◎提案や主張など自分の考えを話したり、それらを聞いて質問したり評価
などを述べたりする。（思・判・表A(2)ア）

作られた「物
語」を超えて

◎文章の種類を踏まえて、論理の展開のしかたなどを捉えることができ
る。（思・判・表C(1)ア）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

●ゴリラの事例と人間社会の話に着目して、具体と抽象の
関係を理解している。
●論説の特性を踏まえ、「意見と根拠」「原因と結果」「具体
と抽象」などの関係に着目して、論理の展開のしかたを図
式化するなどして捉えている。
【態】進んで文章の構成や論理の展開を捉え、学習課題に
沿って考えたことを文章にまとめようとしている。◎具体と抽
象など情報と情報との関係について理解を深めることがで
きる。(知・技(2)ア)

相手や場に応
じた言葉遣い

●実際に敬語を使う場面を想定しながら相手や場に応じた
表現を考え、敬語について理解を深めている。
●相手や場に応じた言葉遣いや表現の選び方について進
んで理解し、今までの学習を生かして練習問題に取り組も
うとしている。

◎敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解し、適切に使うことができ
る。(知・技(1)エ)
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

国　　語　 ３学年
単元名 単元のまとまりの評価規準

世界はうつくし
いと

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し、語感を磨き語
彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等
◎文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や考え方に
ついて考えることができる。（思・判・表C(1)イ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）
◎第２学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字の大体を
読むことができる。(知・技(1)ア)

●詩に用いられている語句や表現に着目して考えている。
●進んで語感を磨き、友達の考えや今までの学習を生かし
て詩の解釈や朗読をしようとしている。

単元の到達目標（小単元のねらい）

●抽象的な概念を表す語句を用いて、登場人物の人物像
を表している。
●「現在」と「回想」の部分を読み分け、物語の展開のしか
たの効果について考えている。
●文章の内容に沿って登場人物の生き方や価値観を読み
取り、自分の知識や経験と比較しながら考えている。
●物語の展開のしかたを粘り強く捉え、今までの学習を生
かして読み深めた感想を交流しようとしている。文章の種類
を踏まえて、物語の展開のしかたなどを捉えることができ
る。（思・判・表C(1)ア）

握手
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●詩に用いられている比喩や象徴的な表現の効果につい
て、自分の考えをまとめている。
●現代社会の状況と重ね合わせながら詩を読み深め、作
者の思いや考えに対する自分の考えをまとめている。

◎詩の構成や表現のしかたについて評価することができる。（思・判・表
（１）ウ）
◎詩を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自然などについ
て、自分の意見をもつことができる。（思・判・表（１）エ）

●第２学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用
漢字の大体を読むことができる。
●漢字の造語力を意識しながら、漢字の意味を理解し、読
んだり書いたりしている。

◎第２学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字の大体を
読むことができる。(知・技(1)ア)

俳句の可能
性・俳句を味
わう

●俳句で使われている語句の意味を理解したり、豊かなイ
メージを喚起する効果的な語句に着目したりしている。
●俳句の構成や表現のしかたについて評価している。
●進んで表現のしかたなどを評価し、学習課題に沿って鑑
賞文を書いたり俳句を創作したりしようとしている。
●俳句で使われている語句の意味を理解したり、豊かなイ
メージを喚起する効果的な語句に着目したりしている。
●俳句の構成や表現のしかたについて評価している。
●進んで表現のしかたなどを評価し、学習課題に沿って鑑
賞文を書いたり俳句を創作したりしようとしている。

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し、話や文章の中
で使うとともに、和語、漢語、外来語などを使い分けることを通して、語感を
磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）
◎俳句の構成や表現のしかたについて評価することができる。（思・判・表
C(1)ウ）
◎表現のしかたを考えるなど、自分の考えがわかりやすく伝わる俳句にな
るように工夫することができる。（思・判・表B(1)ウ）

和語・漢語・外
来語
語彙を豊かに

●和語・漢語・外来語について理解し、相手や場面に応じ
て適切に使い分けている。
●古典や近代文学、年配の人との会話の例などの中から、
自分たちの世代とは異なる言葉の使い方を見つけている。
●進んで和語・漢語・外来語を理解し、今までの学習を生
かして、相手や場面に応じて適切に使い分けようとしてい
る。また、言葉の変化や世代による言葉の違いを進んで理
解し、相手や場面に応じた言葉を選んで伝えようとしてい
る。

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し、和語、漢語、
外来語などを使い分けることを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることが
できる。（知・技(1)イ）
◎時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解す
ることができる。（知・技(3)ウ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

実用的な文章
を読もう

●文章の種類や情報の発信者の立場や意図を踏まえて、
論理の展開のしかたにどのような工夫が見られるか、捉え
ている。
●事実や事例の選び方、取り上げ方や、語句・写真の選び
方、レイアウトなどに着目して記事を読み、書き手の思惑や
意図について考えている。
●情報の信頼性の確かめ方を積極的に使って読み、学習
したことを踏まえて実生活への生かし方を考えようとしてい
る。また、文章の構成や論理の展開、表現のしかたなどを
進んで捉え、学習課題に沿って報道文を比較し、自分の考
えをまとめようとしている。

◎話や文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。(知・技
(1)ウ)
◎文章の種類を踏まえて、論理の展開のしかたなどを捉えることができ
る。（思・判・表C(1)ア）
◎文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や考え方に
ついて考えることができる。（思・判・表C(1)イ）
◎実用的な文章を読み、実生活への生かし方を考える。（思・判・表C(2)
ウ）

報道文を比較
して読もう

●選んだ題材を多角的に分析し、自分の考えと結び付く具
体例を考えている。
●文体や表現技法などを検討したり、自分の意見を支える
根拠となる資料を引用したりして、文章表現を工夫してい
る。
●自分の考えがわかりやすく伝わる文章になるように、粘り
強く工夫し、学習の見通しをもって批評文を書こうとしてい
る。

◎具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めることができ
る。（知・技(2)ア）
◎表現のしかたを考えたり資料を適切に引用したりするなど、自分の考え
がわかりやすく伝わる文章になるように工夫することができる。（思・判・表
B(1)ウ）
◎関心のある事柄について批評するなど、自分の考えを書く。（思・判・表
B(2)ア）

慣用句・ことわ
ざ・故事成語

●慣用句を使って短文を作ったり、ことわざを調べたりして
いる。
●慣用句やことわざの意味や使い方について積極的に調
べて理解し、今までの学習を生かして短文を作ろうとしてい
る。

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し、慣用句や四字
熟語などについて理解を深め、話や文章の中で使うとともに、語感を磨き
語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

漢字コンテスト ●与えられた課題に対して懸命に取り組み、学年別漢字配
当表に示されている漢字について書くことができる。
●与えられた課題に懸命に取り組み、学年別漢字配当表
に示されている漢字について正確に書こうとしている。

◎学年別漢字配当表に示されている漢字について文章の中で使うことが
できる。(知・技(1)ア)
◎言葉がもつ価値を認識し、適切に使おうとする。（学びに向かう力、人間
性等）

挨拶-原爆の
写真によせて

故郷 ●文学作品を読むことが、自分の人生や自分が生きている
社会について深く考えるきっかけとなることに気づいてい
る。
●自分の知識や経験と比べたり、語り手や人物の立場、時
代背景などを変えて読んでみたりして、作品のもつ特性や
価値を探っている。
●文章を批判的に読むことに積極的に取り組み、今までの
学習を生かして小説を批評したり、自分の考えをまとめたり
しようとしている。

◎自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について
理解することができる。（知・技(3)オ）
◎文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や考え方に
ついて考えることができる。（思・判・表C(1)イ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

漢字の造語力
/漢字に親しも

う
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文法への扉２ ●単語の活用、助詞や助動詞などの働きについて進んで
理解し、今までの学習を生かして課題に取り組もうとしてい
る。

◎単語の類別について理解するとともに、単語の活用、助詞や助動詞など
の働きについて理解することができる。（知・技1年(1)エ、２年(1)オ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

夏草ー「おくの
ほそ道」から

●作者や作品について興味をもち、俳句と地の文との関係
に注意しながら読み、作者の思いを想像している。
●古典の言葉を引用して、心に響く俳句について発表して
いる。
●作者のものの見方や感じ方を読み取り、自分の知識や
経験と比べながら、自分の考えをもっている。
●人間、社会、自然などについて進んで自分の意見をも
ち、古文を暗唱したり意見を述べたりしようとしている。

◎具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めることができ
る。（知・技(2)ア）
◎文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や考え方に
ついて考えることができる。（思・判・表C(1)イ）
◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自然などにつ
いて、自分の意見をもつことができる。（思・判・表C(1)エ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

●抽象的な概念を表す語句について、言葉の意味を辞書
などで確かめたり、具体的な事例を挙げたりしながら理解し
ている。
●文章を多角的に検討したり、例証や反証を試みたりして、
筆者の考えについて理解を深めている。
●友達と意見を交換しながら、筆者の考えについて自分の
考えをまとめ、発表している。
●言葉や社会、人間などについて進んで自分の意見をも
ち、今までの学習を生かして理解したことや考えたことにつ
いて討論したり文章にまとめたりしようとしている。

それでも、言
葉を

●作品の特徴を生かして朗読するなどして、古典の世界に
親しんでいる。
●漢詩の構成や表現の特徴を意識して朗読している。
●解説の文章を手がかりにして、詩の作者の思いを想像
し、古人のものの見方、考え方について考えを深めている。
●進んで漢詩の構成や表現の効果を考え、今までの学習
を生かして朗読しようとしている。

◎作品の特徴を生かして朗読するなどして、古典の世界に親しむことがで
きる。（知・技(3)ア）
◎現代語訳や語注などを手がかりに作品を読むことを通して、古典に表れ
たものの見方や考え方を知ることができる。（知・技(3)イ）
◎観点を明確にして漢詩を比較するなどし、漢詩の構成や表現の効果に
ついて考えることができる。（思・判・表C(1)エ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言
語文化を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう力、
人間性等）

古文・漢文の
復習

初恋 ●理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し、
語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)イ）
●言葉の響きやリズムを味わいながら詩に親しんでいる。
●進んで語感を磨き、今までの学習を生かして作品を読ん
だり自分の考えを述べたりしようとしている。

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し、語感を磨き語
彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

論理の展開を
意識して書こ
う

●資料から得られた事実とその解釈、それを基に考えたこ
とを、自分の言葉で書き出している。
●説得力のある文章にするために、論理の展開や意見と
根拠、その結び付きを考えながら、文章の構成を工夫して
いる。
●論理の展開や意見と根拠、それらを結び付ける「理由づ
け」などを粘り強く考え、学習課題に沿って説得力のある小
論文を書こうとしている。

◎目的や意図に応じて、社会生活の中から題材を決め、集めた材料の客
観性や信頼性を確認し、伝えたいことを明確にすることができる。（思・判・
表B(1)ア）
◎文章の種類を選択し、多様な読み手を説得できるように論理の展開など
を考えて、文章の構成を工夫することができる。（思・判・表B(1)イ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

和歌の世界
君待つと

◎歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して、その世界に親しむ
ことができる。（知・技(3)ア）
◎長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使うことがで
きる。（知・技(3)イ）
◎和歌の表現のしかたについて評価することができる。（思・判・表C(1)ウ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

●三つの歌集の歌を比較したり朗読したりして、それぞれ
の作者の心情や詠まれた情景を想像している。
●特徴的な和歌の表現を引用して、自分の考えをまとめて
いる。
●和歌の表現方法について、その効果や、表されている心
情などを踏まえて評価している。
●進んで和歌の表現のしかたについて評価し、学習の見通
しをもって自分の評価を書こうとしている。

複数の意見を
読んで考えよ
う

●一つの課題に対して書かれた複数の文章を読み比べる
ことが、自分の生きている社会について深く考えるきっかけ
となることに気づいている。
●文章の語句や表現を根拠に筆者のものの見方や考え方
を捉え、自分の知識や経験、他の人の考えと比べながら批
判的に読んでいる。
●提言の内容、論理の展開、表現のしかたなどについて、
根拠を明確にしながら評価している。
●三つの文章を批判的に読むことに粘り強く取り組み、学
習課題に沿って自分の考えを文章にまとめようとしている。

◎歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して、その世界に親しむ
ことができる。（知・技(3)ア）
◎長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使うことがで
きる。（知・技(3)イ）
◎文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や考え方に
ついて考えることができる。（思・判・表C(1)イ）

◎自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について
理解することができる。（知・技(3)オ）
◎文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や考え方に
ついて考えることができる。（思・判・表C(1)イ）
◎文章の構成や論理の展開、表現のしかたについて評価することができ
る。（思・判・表C(1)ウ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）
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国語の力試し ●これまでの学習活動をふまえ、古典的文章や説明的文
章、物語的文章を批判的に読み、文章に表れているものの
見方や考え方を考え、表現する。
●粘り強く文章や資料を読み取り、今までの学習を生かし
てそれぞれの学習課題に取り組もうとしている。

◎これまでの学習活動をふまえ、古典的文章や説明的文章、物語的文章
を批判的に読み、文章に表れているものの見方や考え方を考え、表現す
ること。（思・判・表C(2)イ、ウ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

文字の使い分
け

◎身の回りの多様な表現を通して文字文化の豊かさに触れ、効果的に文
字を書くことができる。［知技(3)エ(ア)、(1)ア、A(1)オ、(2)イ］

書初め ◎今までに学習した知識・技能を生かして書くことができる。［知技(3)エ
(ア)、(1)ア］

冊子にまとめ
よう

◎今までに学習した知識・技能を生かして書くことができる。[知技(3)エ
(ア)、(1)ア、B(1)全、(2)イ］

◎身の回りの多様な表現を通して文字文化の豊かさに触
れ、効果的に文字を書くことができる。

●今までに学習した知識・技能を生かして書くことができ
る。

●今までに学習した知識・技能を生かして書くことができ
る。

手書きのよさっ
て、何だろう

◎手書き文字のよさについて、理解することができる。［知技(3)エ(ア)、A(1)
オ、(2)イ］

全国文字マッ
プ

◎身の回りには文字による多様な表現があることを理解することができ
る。［知技(3)エ(ア)］

ほめほめス
ピーチをしよう

◎場の状況に応じて言葉を選び、自分の考えがわかりやすく伝わるように
表現を工夫すること。（（思・判・表A（1）ウ））

●友達のよさを見つけ褒めていくスピーチを通して、自分の
考えが分かりやすく伝わるよう表現を工夫する。

●身の回りには文字による多様な表現があることを理解す
ることができる。

●手書き文字のよさについて、理解することができる。

３年間のまと
め

◎場の状況に応じて言葉を選ぶなど、自分の考えがわかりやすく伝わるよ
うに表現を工夫することができる。（思・判・表A(1)ウ）
◎情報を編集して文章にまとめるなど、伝えたいことを整理して書く。（思・
判・表B(2)イ

●自分で設定したテーマと内容、目的に合う文章の種類を
検討している。
●記事の内容を効果的に伝えるために、紙面と文章の構
成を工夫している。

文法の復習

本の世界を広
げよう

◎自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について
理解することができる。（知・技(3)オ）

合意形成に向
けて話し合お
う

◎具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めることができ
る。（知・技(2)ア）
◎進行のしかたを工夫したり互いの発言を生かしたりしながら話し合い、
合意形成に向けて考えを広げたり深めたりすることができる。（思・判・表
A(1)オ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）
◎互いの考えを生かしながら議論や討論をする。（思・判・表A(2)イ）

●複数の発言の共通点を結び付けて、一つの提案にまと
めたり、複数の発言の中からよい点を取り上げたりしてい
る。
●進行のしかたを工夫したり互いの発言を生かしたりしな
がら話し合い、合意形成に向けて考えを広げたり深めたりし
ている。
●提案を分類・整理し、観点を決めて検討したり、互いの意
見の長所を生かしたりして話し合っている。
●合意形成に向けて粘り強く考えを広げたり深めたりし、学
習の見通しをもって話し合おうとしている。

●読書によって、さまざまな状況に生きる人々やそこで活動
する人々について知ったり、読書が自分の生き方を支えて
くれることに気づいたりしている。

温かいスープ ◎自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について
理解することができる。（言語文化（３）オ）
◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自然などにつ
いて、自分の意見をもっている。（Ｃ読む（１）エ）

わたしを束ね
ないで

◎理解したり表現するために必要な語句の量を増し、語感を磨き語彙を豊
かにすることができる。（言葉・漢字（１）イ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

●文章に表現された人と人との関係を通して、国際性とは
何かを読み取ったり、読書が自分の生き方や社会について
考えるきっかけとなることに気づいたりしている。
●自分の考え方と作品に表現された考え方を比較して、
「国際性」とは何かについて、自分の考えをまとめている。

●選ばれた言葉の語感を基に、作者が詩に託したイメージ
を捉えている。
●今までの学習を生かして、作品の価値や自分の可能性
について考えをまとめようとしている。

●単語の活用、助詞や助動詞などの働きについて進んで
理解し、今までの学習を生かして課題に取り組もうとしてい
る。

◎単語の類別について理解するとともに、単語の活用、助詞や助動詞など
の働きについて理解することができる。（知・技1年(1)エ、２年(1)オ）
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

漢字の復習 ◎第２学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字の大体を
読むことができる。また、学年別漢字配当表に示されている漢字につい
て、文や文章の中で使い慣れることができる。(知・技(1)ア)
◎言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我
が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする。（学びに向かう
力、人間性等）

●漢字の組み立てと部首、音訓、成り立ち、熟語の構成、
同じ訓・同じ音をもつ漢字、送り仮名、熟語の読み方、漢字
の造語力など、3年間で学習した漢字の内容を理解してい
る。
●学習課題に沿って、積極的に漢字を読んだり書いたりし
ようとしている。


